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１ 提案事業名 挑戦！あじかたの農業の未来研究隊 

 
２ 事業内容 

味方中学校で全校生徒にアンケートを取った結果、将来、農業へ就農したいと

希望した生徒は 1 人だった。広大な農地を抱えている当地区にとって衝撃的か

つ残念な結果となった。なぜ、このような結果になったのか、今一度農業の持つ

可能性を探求し、現状と課題を実感しながら、未来に向けて、その魅力を見つけ

る事業としたい。具体的には味方中学校２年生３０人が、1.農産物栽培、2.市場

調査、3.記録の 3 つの部会に別れて、それぞれの視点で味方の農業の現状と未

来を考察する。農産物を栽培し、市場価格を調査し、実際の収入を手にすること

で、農業の経済性を学び、さらに各専門家を年 2回程度招聘して、今後の農業に

対しての提言を年度ごとにまとめる。事業は 2か年を予定している。 

 
事業スケジュール 
 
年内 
・農産物の栽培、露地とハウスの栽培の違いと経済性・合理性を考察、また味な

どの差も体感する。 
・市場価格の調査 
・並行して味方小学校と連携して米の相場と経済性を考察 
・苗から肥料の価格を調査し、経費の算出 
・農業の専門家による講演と農業の現状と課題を考察 
・7 月頃と１２月頃発表、１月～２月まとめ報告書の作成 
 
事業効果・発展性 
・次世代を担う地域の子供たちが、農業の現状と課題を自身の手で行うことで体

感してもらい、地域の農業に興味をより持ってもらうための機会を創出する。 
 
・地域の子供たちにより、農業の可能性を体感してもらうことで、多くの農村地

域を抱える南区の発展に寄与する。 
 
・農業の持つ自然との一体感を学び、地域から多くの偉人、俳人を輩出した背景

を体験してもらう。 
 

資料１-（d）



３ 評価と課題（目的と成果，今後の取り組み等について記入してください。） 
 
目的と成果の一つ、市場価格に深く入れなかったことが今年の課題でした。 
なぜなら、あまりにも経験と知識がない中でスタートし、手探りで実行し学ん

だため、そこまでの方法と知識が足りませんでした。 
しかし、これは来年につなぐ良い材料を残したと思っております。 
農業の大変さを視覚や頭でしか感じていない子供たちが実際に携わり、作物

を育てた体験と学びは、予想以上に反響が有りました。 
地域の農家さんや、土壌づくりのプロの鈴木正美先生の講義、東京農業大学校

の内田均先生(2 人神奈川より)から植物の生命力の偉大さを学び感じたことは、

とてもおおきいものでした。 
中学生のプロジェクトのメンバーは少数ですが、校内で 2 回の発表とＷeb の

公開により、学校全体で共有ができたと思っております。 
限られた時間を最大に生かしましたが、植物を育み生産性を上げる時間とし

ては大したものでありませんでしたが、添付資料を読んでもらうと子供たちの

感じ方が理解できると思います。 
今回、短い時間でしたが作物を育てる楽しさを知り、さらには来年に向けて探

求心が高まった事業でした。次年度につなぐ良いスタートになりました。 
 
 今後の取り組みとしては、 
 来年度に向け、今回学んだことの礎に立ち 1 年間の生産計画を立て進んでい

きたいと思っています。 
 
 
 
 
４ 実施状況写真 

 
1、お借りした畑にトマトの苗を植えている様子 
 
                  2、成長してきたトマトの苗が風で倒れ

ないように作業する様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
3、苗に囲いを行い、風から守る作業 
 
 
 
 
                  4、トマトの栄養素について説明する 
                    スライド 
 
 
 
 
 
 
 
 
5、前期の発表会で農業体験について 
  全校に向けて発表する様子 
 
 
 
 
 
                 6、学校の畑で土づくりを行う生徒の様子                         

 
 
 
 
 
 
 
7、大根の種を撒き、間引きを行う 
 生徒の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



8、収穫した大根を洗う生徒の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   9、植物が成長する様子を説明する生

徒の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10、農業班が全校に発表する様子 
 
 




